
●
同
志
社
へ
の
道

韓
国
出
身
の
同
志
社
女
子
部
卒
業
生
中
も
っ

と
も
傑
出
し
た
人
物
の
ひ
と
り
が
高
凰
京
で
あ

同
志
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物
誌
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ろ
う
。
彼
女
は
１
９
２
４
年
４
月
同
志
社
女
学

校
専
門
学
部
英
文
科
予
科
に
入
学
、
１
９
２
８

年
３
月
に
本
科
を
卒
業
し
た
。
１
９
０
９
年
３

月
、
黄
海
道
長
淵
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
に

一
男
三
女
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
高
明

宇
は
医
師
、
一
歳
ち
が
い
の
妹
は
東
京
女
子
医

学
専
門
学
校
に
進
学
し
て
い
る
。
父
が
黄
海
道

遂
安
の
金
鉱
病
院
に
勤
務
し
た
こ
ろ
、
同
地
に

は
学
校
が
な
か
っ
た
の
で
、
父
は
隠
真
女
塾
を

設
立
し
て
娘
や
地
域
の
女
児
に
教
育
を
受
け
る

機
会
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
留
学
経
験
の
あ
る

父
か
ら
英
語
や
オ
ル
ガ
ン
を
習
い
、
祖
父
高
斈

崙
は
儒
教
教
育
や
漢
文
を
教
え
た
が
、
良
妻
賢

母
に
な
る
た
め
の
教
育
は
し
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
女
性
指
導
者
に
な
る
よ
う
に
自
由
に
自
分
の

意
志
で
生
き
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
育
て
た

と
い
う
。

同
志
社
を
選
ん
だ
の
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
で

普
通
の
日
本
人
学
校
と
は
違
う
点
が
あ
る
と
思

っ
た
か
ら
で
あ
り
、
外
国
人
教
師
が
多
く
い
い

英
語
を
学
ん
で
最
終
的
留
学
先
を
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
当
時
、
柳
宗
悦
、

兼
子
夫
妻
が
在
職
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
声
楽
家
の
兼
子
も
朝
鮮
民
族

美
術
館
設
立
資
金
の
た
め
の
独
唱
会
を
同
志
社

就
任
以
前
か
ら
朝
鮮
で
も
日
本
で
も
催
し
て
き
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高
　
凰
　
京

―
韓
国
最
初
の
組
織
的
社
会
福
祉
の
実
践
・

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
初
代
学
長
―

て
い
た
。
二
人
が
朝
鮮
人
留
学
生
の
同
情
者
で

あ
っ
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
柳
は
高

の
一
年
先
輩
金
未
峰
（
作
家
、
韓
国
最
初
の
長

老
派
教
会
女
性
長
老
、
婦
人
解
放
運
動
家
）
の

乙
保
証
人
で
あ
っ
た
。

●
同
志
社
女
学
校
専
門
学
部
時
代

高
凰
京
と
予
科
か
ら
同
じ
ク
ラ
ス
で
寮
で
も

一
緒
だ
っ
た
竹
村
（
景
山
）
春
那
は
彼
女
が
初

日
か
ら
朝
鮮
服
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
た
。

当
時
の
生
徒
の
大
半
は
和
服
で
洋
服
は
一
割
に

も
み
た
な
か
っ
た
。
高
は
洋
服
か
ピ
ン
ク
ま
た

は
白
の
朝
鮮
服
を
着
用
し
た
が
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
に
違
和
感
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
高
は
宗
悦

に
英
文
学
を
、
兼
子
に
音
楽
を
習
っ
て
い
る
。

哲
学
担
当
は
戸
坂
潤
で
あ
っ
た
。
在
学
中
の
乙

保
証
人
は
大
島
正
健
で
あ
る
。
高
も
所
属
し
た

ミ
リ
ア
ム
ク
ワ
イ
ア
（
聖
歌
隊
）
は
寮
生
が
モ

ー
セ
の
姉
ミ
リ
ア
ム
に
ち
な
ん
で
、
同
志
社
を

救
う
陰
の
力
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
活
動
し
て

き
て
い
た
。
シ
ャ
ネ
ッ
プ
教
授
が
指
導
し
た
。

日
曜
日
に
は
寮
生
の
ほ
と
ん
ど
が
同
志
社
教
会

に
出
席
し
た
。
高
は
聖
日
に
は
決
し
て
普
段
の

勉
強
な
ど
は
せ
ず
静
か
に
過
ご
し
て
い
た
。
寮

生
活
そ
の
も
の
が
キ
リ
ス
ト
教
的
色
彩
の
濃
い

一
週
間
で
あ
っ
た
が
、
日
曜
日
夜
の
す
き
焼
き

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
し
ば
し
ば
新
島
八
重
が
加
わ

っ
た
。
週
日
の
夕
拝
で
は
ラ
ー
ネ
ッ
ド
が
語
っ

た
。当

時
、
英
文
科
は
満
州
朝
鮮
へ
、
家
政
科
は

北
海
道
へ
修
学
旅
行
を
し
た
。
高
の
学
年
は
柳

宗
悦
、
萩
原
芳
枝
両
教
授
が
引

率
し
た
。
兼
子
が
同
行
し
た
の

は
東
亜
日
報
主
催
の
独
唱
と
修

学
旅
行
生
に
よ
る
合
唱
の
音
楽

会
が
企
画
さ
れ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
同
紙
は
こ
れ
を
大
き
く

報
じ
て
い
る
。
高
は
こ
の
旅
行

に
参
加
し
な
か
っ
た
。
旅
行
が

迫
っ
た
と
き
、
親
友
竹
村
春
那

に
校
庭
で
「
朝
鮮
を
よ
く
見
て
き
て
ほ
し
い
。

同
胞
の
み
じ
め
さ
を
直
視
し
て
き
て
」
と
し
み

じ
み
語
っ
た
。
常
そ
う
い
う
こ
と
に
触
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
温
容
な
彼
女
に
は
珍
し
い
こ
と

で
あ
っ
た
。
竹
村
は
「
高
さ
ん
は
行
か
な
か
っ

た
。
行
く
の
が
き
っ
と
辛
か
っ
た
の
だ
ろ
う
」

と
回
想
し
て
い
た
。
修
学
旅
行
の
後
、
間
も
な

く
柳
兼
子
、
シ
ャ
ネ
ッ
プ
両
教
授
が
引
率
し
て

名
古
屋
と
岡
崎
で
同
志
社
女
学
校
校
舎
改
築
資

金
募
集
音
楽
会
の
演
奏
旅
行
が
お
こ
な
わ
れ
高

も
参
加
し
た
。
名
古
屋
新
聞
社
後
援
と
い
う
こ

宮
澤

正
典

（
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

高凰京

高凰京と学友（1927年ごろ）

ミリアム・クワイア
シャネップ教授を中心に

3列目左より景山春那、高凰京（1927年）



監
視
し
て
い
る
の
」
と
竹
村
に
語
り
か
け
る
こ

と
が
あ
っ
た
。

●
ミ
シ
ガ
ン
大
学
留
学

高
は
元
来
ア
メ
リ
カ
留
学
を
目
差
し
て
い
た

が
、
韓
国
人
と
し
て
最
初
の
バ
ー
モ
ー
奨
学
金

を
受
け
て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
す
る
。
校
友

会
京
城
支
部
は
１
９
３
１
年
７
月
10
日
第
１
回

定
期
例
会
を
京
城
青
年
会
社
交
室
で
開
催
し
た

が
、こ
の
会
は
高
の
歓
迎
送
の
会
で
も
あ
っ
た
。

「
朝
鮮
人
の
婦
人
と
し
て
母
校
の
最
初
の
法
学

士
高
凰
京
孃
が
８
月
上
旬
に
更
に
鵬
翼
を
張
っ

て
ミ
シ
ガ
ン
大
学
へ
入
学
の
為
め
其
の
歓
迎
と

送
る
の
会
を
兼
ね
る
事
と
な
し
、
丹
羽
清
治
郎

氏
校
友
会
を
代
表
し
て
迎
送
の
辞
を
述
べ
、
高

孃
は
上
品
な
る
国
語
に
て
感
謝
の
辞
を
以
て
我

等
の
好
意
を
謝
せ
ら
れ
来
会
者
共
に
晩
餐
を
共

同
志
社
人
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と
も
あ
っ
て
か
、
同
紙
は
「
堂
も
破
れ
ん
許
り

の
拍
手
喝
采
」
と
報
じ
て
い
た
。

●
同
志
社
大
学
時
代

高
凰
京
は
１
９
２
８
年
同
志
社
大
学
法
学
部

経
済
学
科
に
入
学
し
た
。
同
学
部
同
期
の
女
子

は
１
５
０
名
中
３
名
で
、
女
専
同
期
の
大
連
出

身
の
王
秀
生
が
法
律
学
科
に
い
た
。
抜
群
の
成

績
を
お
さ
め
て
い
た
の
が
社
会
問
題
、
国
際
公

法
、
経
済
学
史
、
英
書
、
仏
書
な
ど
で
あ
る
。

選
択
科
目
に
あ
っ
た
植
民
政
策
は
と
っ
て
い
な

い
。大

学
進
学
後
は
キ
リ
ス
ト
教
女
子
青
年
会
に

寄
宿
し
た
。
夜
は
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
英
語
を
教
え
た

り
、
朝
鮮
人
教
会
で
朝
鮮
語
や
朝
鮮
の
文
学
、

歴
史
を
教
え
た
。
ま
た
社
会
事
業
に
関
心
を
も

っ
て
女
専
時
代
に
引
き
続
き
賀
川
豊
彦
を
尋
ね

て
彼
の
信
仰
と
事
業
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
そ
う

い
う
彼
女
に
対
し
て
特
高
警
察
が
時
代
と
と
も

に
訪
ね
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
れ
よ
り
前
、

八
幡
市
（
現
北
九
州
市
）
出
身
の
竹
村
春
那
は

帰
省
の
と
き
下
関
ま
で
高
と
同
行
し
て
関
釜
連

絡
船
に
乗
る
彼
女
を
見
送
っ
た
も
の
だ
っ
た

が
、
高
は
「
あ
れ
は
警
察
の
人
よ
、
私
た
ち
を

86

に
し
」
た
（『
同
志
社
校
友
同
窓
会
報
』
第
56

号
）。ミ

シ
ガ
ン
大
学
修
士
課
程
で
は
経
済
学
、
博

士
課
程
で
は
社
会
学
を
専
攻
し
た
。
帰
国
後
の

１
９
３
７
年
に
博
士
号
を
得
た
。

●
梨
花
女
子
専
門
学
校
教
授
時
代

高
は
１
９
３
５
年
か
ら
１
９
４
５
年
ま
で
梨

花
女
子
専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
女
専
教

授
の
地
位
に
あ
り
な
が
ら
、
同
女
専
音
楽
教
授

で
あ
っ
た
姉
高
鳳
京
と
と
も
に
京
城
郊
外
の
農

村
で
児
童
や
青
年
の
教
育
、住
民
の
無
料
診
療
、

老
人
介
護
な
ど
の
施
設
、
京
城
姉
妹
院
を
設
け

て
自
費
と
募
金
で
運
営
し
た
。
１
９
４
２
年
に

は
嬰
児
館
、
翌
年
に
は
非
行
少
女
の
た
め
の
京

城
姉
妹
院
家
庭
寮
を
開
設
す
る
な
ど
、
農
村
と

女
性
の
た
め
の
社
会
事
業
と
実
践
に
尽
力
し

た
。
韓
国
で
最
初
に
社
会
福
祉
を
組
織
的
に
お

こ
な
っ
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

朝
鮮
総
督
府
は
そ
う
い
う
彼
女
を
植
民
地
統

治
に
協
力
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
女
性
の

戦
時
生
活
、
皇
国
臣
民
と
し
て
の
心
得
な
ど
に

つ
い
て
地
方
巡
回
講
演
を
課
し
た
。
し
か
し
講

演
内
容
は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
衛
生
、
栄
養
、

生
活
な
ど
農
村
婦
人
の
健
康
や
生
活
改
善
に
つ

い
て
述
べ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
創

氏
改
名
す
る
こ
と
な
く
本
名
を
貫
い
た
こ
と
な

ど
と
合
せ
て
、
し
ば
し
ば
警
察
に
呼
び
出
さ
れ

る
と
い
う
経
験
を
し
て
い
た
。

●
戦
後
・
解
放
後
の
活
動

高
凰
京
は
植
民
地
支
配
下
で
の
体
験
を
通
し

て
信
託
統
治
反
対
運
動
に
参
加
す
る
。「
36
年

間
、
嫌
に
な
る
ほ
ど
他
人
の
統
治
下
に
苦
し
ん

だ
。
も
し
試
行
錯
誤
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
直
し

な
が
ら
わ
が
民
族
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
を
自
ら

が
す
る
よ
う
に
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
。
１
９
４
６
年
春
、
教
育
使
節
団
の
一

員
と
し
て
渡
米
、
９
月
に
米
軍
政
下
で
保
健
厚

生
部
に
婦
人
局
が
設
け
ら
れ
る
と
初
代
局
長
に

就
任
し
た
。「
私
た
ち
が
政
治
、
経
済
、
文
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
幸
せ
に
な
ろ
う
と
す
る
な

ら
ば
男
女
が
平
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
を
生
か

し
、
自
分
の
能
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
理
念
を
も
っ
て
、
と
く
に
女
性
の

地
位
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
す
す
め

た
。
公
娼
制
度
廃
止
に
も
尽
力
し
た
。
ま
た
政

府
文
教
部
学
術
院
社
会
分
科
委
員
、
大
韓
オ
モ

ニ
会
会
長
、
少
女
団
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
）
会

長
、
大
韓
赤
十
字
社
組
織
委
員
、
国
民
教
育
憲

章
制
定
委
員
、文
教
部
教
育
政
策
審
議
会
委
員
、

そ
の
他
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
国
際
的
に
も
活

躍
し
た
。
汎
ア
ジ
ア
大
会
、
国
際
教
育
者
大
会
、

第
15
次
、
第
18
次
国
連
総
会
へ
の
韓
国
代
表
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
奨
学
金
に
よ
る
留
学

（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）

の
帰
途
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
中
に
朝
鮮
戦
争
が

勃
発
し
帰
国
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
間
イ
ギ
リ

ス
国
連
協
会
が
後
援
す
る
講
演
会
は
８
０
０
回

に
お
よ
び
、
国
連
の
韓
国
派
兵
感
謝
、
韓
国
文

化
の
紹
介
な
ど
を
お
こ
な
っ
た
。
さ
ら
に
世
界

キ
リ
ス
ト
教
大
学
総
長
学
長
会
議
、
ア
ジ
ア
キ

リ
ス
ト
教
女
子
大
学
女
性
研
究
所
国
際
会
議
、

米
国
連
合
長
老
教
会
総
会
、
大
韓
キ
リ
ス
ト
教

第
35
次
定
期
総
会
、
超
教
派
信
徒
会
議
な
ど
に

参
加
し
た
。

●
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
初
代
学
長

１
９
６
１
年
韓
国
長
老
派
教
会
連
合
に
よ
る

ソ
ウ
ル
女
子
大
学
が
創
立
さ
れ
、
そ
の
初
代
学

長
に
就
任
す
る
。
建
学
理
念
に
は
彼
女
の
教
育

観
が
色
濃
く
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
精
神
に
そ ミシガン大学時代の高凰京



も
ち
た
い
。
そ
し
て
正
し
い
判
断
力
と
明
瞭
な

る
理
解
力
が
欲
し
い
。
短
を
見
て
は
そ
れ
を
補

ひ
、
醜
を
見
て
は
そ
れ
を
美
化
さ
せ
る
だ
け
の

心
の
余
裕
を
持
ち
た
い
。
個
人
の
人
格
を
向
上

さ
せ
、
社
会
を
美
し
き
も
の
と
し
て
再
び
神
に

捧
げ
た
い
。
こ
の
人
間
の
義
務
を
果
た
す
為
の

聖
き
霊
の
力
が
与
へ
ら
れ
た
い
」。「
し
か
し
て

凡
て
を
包
容
す
る
最
も
円
満
無
欠
な
る
主
義
に

一
生
を
捧
げ
た
い
」（『
同
志
社
女
学
校
期
報
』

第
54
号
）。

若
い
日
に
「
恭
倹
努
力
」
家
と
評
さ
れ
た
彼

女
の
信
仰
と
思
惟
が
あ
ふ
れ
る
一
文
で
あ
る
。

そ
し
て
91
歳
の
生
涯
を
そ
の
よ
う
に
生
き
た
人

物
で
あ
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

・
朴
宣
美
「
朝
鮮
社
会
の
近
代
的
変
容
と
女
子

日
本
留
学
―
１
９
１
０
〜
１
９
４
５
年
―
」

『
史
林
』
第
82
巻
第
４
号
、
１
９
９
９
年

・
　
　
　
著
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

１
９
８
８
、
　
　
（
林
永
　
『
高
凰
京
博
士 

そ
の
生
涯
と
教
育
』図
書
出
版
サ
ム
ヒ
ョ
ン
）

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
１
９
９
１
、 

　
　
　
　
　
　
（
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
校
『
ソ 

ウ
ル
女
子
大
学
校
30
年
史
』） 
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高
凰
京
は
か
つ
て
女
専
卒
業
の
翌
年
に
「
雑

感
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
な
一
文
を
書
い
て
い

た
。「
も
の
は
徹
底
的
に
為
し
た
い
。
し
か
し

過
激
的
な
る
事
は
欲
し
な
い
」。「
終
始
一
貫
す

る
意
志
が
欲
し
い
が
頑
固
な
る
事
は
望
ま
し
く

な
い
。
潔
き
勇
気
は
必
要
で
あ
る
が
攻
撃
の
気

分
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
犠
牲
の
精
神
は
崇

ぶ
べ
き
で
あ
る
が
消
極
的
努
力
と
は
区
別
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
御
摂
理
を
信
じ
て
従
ふ
べ
き
で
あ

る
が
運
命
の
手
に
任
か
さ
ぬ
様
目
を
醒
ま
す
べ

き
で
あ
る
。
自
然
を
愛
し
萬
物
に
深
い
興
味
を

同
志
社
人
物
誌

89

っ
て
発
展
を
と
げ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
生
活
教

育
の
実
践
は
、
当
時
の
大
学
教
育
が
知
的
面
の

み
で
あ
る
風
潮
へ
の
批
判
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
。
事
実
、
ソ
ウ
ル
女
子
大
学
で
は
知
・
徳
・

術
を
兼
備
し
た
女
性
指
導
者
と
し
て
備
え
る
た

め
全
学
生
が
教
室
外
で
も
二
四
時
間
生
活
教
育

を
す
る
生
活
館
教
育
と
家
庭
管
理
自
習
住
宅
教

育
を
実
施
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

湯
浅
八
郎
（
同
志
社
第
10
、
12
代
総
長
、
国

際
基
督
教
大
学
初
代
総
長
）
は
１
９
６
６
年
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
機
関
国
際
委
員
会
の
一
員

と
し
て
渡
韓
し
た
。
そ
の
機
会
に

韓
国
の
同
志
社
学
園
同
窓
会
（
高

凰
京
会
長
）
は
湯
浅
を
招
待
し
て

晩
餐
会
を
開
い
た
。
湯
浅
は
「
韓

国
の
同
志
社
人
」（『
同
志
社
時
報
』

第
23
号
）
で
そ
こ
に
出
席
し
た
各

界
に
活
躍
中
の
同
窓
生
を
紹
介
し

た
う
え
で
「
最
後
に
、
私
は
高
女

史
が
献
身
的
苦
闘
を
つ
づ
け
て
そ

の
発
展
と
経
営
と
に
精
進
し
て
お

ら
れ
る
ソ
ー
ル
女
子
大
学
に
つ
い

て
感
想
を
述
べ
た
い
」
と
、
と
く
に
言
及
し
て

い
る
。
創
立
数
年
後
の
学
園
で
高
の
教
育
理
念

が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
様
子
を
７
項
目

に
し
て
挙
げ
て
、
そ
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。「
高
総
長
は
じ
め
10
人
の
教
授
と

そ
の
家
族
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
居
住
し
て
い
て
常

に
学
生
と
の
個
人
的
な
接
触
や
指
導
に
つ
と
め

て
い
る
。
私
は
こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
特
色
を

も
つ
私
学
経
営
に
苦
心
に
苦
心
を
か
さ
ね
て
、

時
に
は
精
根
つ
き
果
て
る
思
い
で
す
と
い
う
高

女
史
の
悲
壮
な
告
白
を
き
い
て
、
こ
の
す
ぐ
れ

た
女
子
教
育
家
に
衷
心
か
ら
敬
意
と
同
情
と
感

謝
と
を
捧
げ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

同
志
社
が
こ
の
よ
う
な
韓
国
女
性
を
卒
業
生
の

中
に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
母

校
の
誇
り
で
あ
り
光
栄
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

は
あ
る
ま
い
か
」。

高
は
１
９
８
５
年
、
76
歳
で
す
べ
て
の
公
職

か
ら
引
退
し
て
名
誉
学
長
と
な
り
、
余
生
を
大

学
構
内
で
過
ご
し
２
０
０
０
年
に
没
し
た
。
私

は
１
９
９
６
年
そ
こ
で
晩
年
の
彼
女
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
翌
年
の
１
９
９
７

年
に
同
志
社
女
子
大
学
は
高
凰
京
に
「
最
高
の

敬
意
を
も
っ
て
」名
誉
文
化
博
士
号
を
贈
っ
た
。

贈
呈
式
に
は
尹
慶
恩
学
長
が
代
理
で
出
席
し
、

記
念
講
演
で
は
高
凰
京
の
生
涯
と
尹
学
長
自
身

の
高
学
長
時
代
の
卒
業
生
と
し
て
の
体
験
を
語

っ
た
。
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（
京
都
大
学
文
学
部
内
）

・
湯
浅
八
郎
「
韓
国
の
同
志
社
人
」『
同
志
社

時
報
』
第
23
号
、
１
９
６
６
年
（
学
校
法
人

同
志
社
）

・
宮
澤
正
典
「
同
志
社
女
学
校
と
朝
鮮
」『
同

志
社
談
叢
』
第
17
号
、
１
９
９
７
年
（
同
志

社
社
史
資
料
室
）

高　凰　京（コファンギョン）
1909.3.6 ～2000.11.2

韓国黄海道生まれ。1928年同志社女学校専門学部英文
科、1931年同志社大学法学部経済学科を卒業。ミシガ
ン大学留学（M.A, Ph.D）。1935年梨花女子専門学校
教授。戦後は保健厚生部婦人局初代局長、国連総会韓
国代表、大韓赤十字社組織委員、大韓オモニ会会長、
その他多くの官公職を歴任した。1957年梨花女子大学
社会学科長。1961年ソウル女子大学初代学長。1970
年国民勲章（冬柏賞）を受賞、1997年同志社女子大学
名誉文化博士。

ソウル女子大学開校式（1961年6月）

ソウル女子大学（1996年）

同志社女子大学名誉文化博士の学位記を
尹慶恩学長から伝達される高凰京


